
地震観測官署の地震計室の地盤について(続報γ

地震課技術係時

550.341 

さきに，気象庁管下の全地震観測官署の地震計室の地盤について，文書による調査を，一部官署

については，さらに，現用の地震計の記象紙をとりよせて，脈動，雑微動の状況の調査を行い，そ

の結果をまとめて発表したり. この調査は，将来，高倍率の地震計を整備するときに，その設置か

所として，脈動や雑微動がなるべく小さいところを選ぶための資料となるものであるが，文書によ

る調査ヤ，現用の低倍率の地震計の記録からでは，地盤が著しく悪い官署を確認すること以外は，

およその見当がわかる程度にとどまるので， 1957 (昭和32)年度から，いくつかの官暑について，

実際t，l:.，現地に高倍率地震計を持ってゆき，雑微動の測定を行うことになった.第 1年度に行った

官署は次の 17か所で，各管区気象台によって実施され，その結果が本庁へ報告された.

(札幌管区内)稚内，浦河，

(仙台管区内)盛岡，秋田，白河，

(東京管区内)銚子，秩父，飯田，相川，御前崎，高山，

(大阪管区内)彦根，豊岡，米子，高知，

(福岡管区内)富江，屋久島.

S 1.調査方法

測定に使用した地震計，測定，整理方法などは次のとおりであるセ

Ci) 使用地震計

可変容量型直視式地震計が使用された. この地震計は石本式地震計水平動 (150倍，周期 1sec) 

に， 2， 3の装置をとりつけ，電磁式に改造したもので，数千倍の倍率が得られる.次の 5部分か

らなっており，その概要は次に示すとおりである.

1 )振子部， 2)発振増幅器， 3)記録用電流計， 4)記録ドラム， 5)電圧安定装置.

振子部は石本式地震計の振子のフレームの先端付近に，可変容量型変換器をとりつけたもので，

変換器は Fig.1・1乙示すように， 12枚の羽根のついたバリコン状をなしている. 図でA部は振子部

の台に， B音sは振子の先端Ctこ固定され Cが上下に動けば，それに従って電気容量が増減する.

普 Onthe Ground Conditions of Seismograph Room of Weather Stations attached to 1. M. A. 

(continued)， '(Received Mar. 31， 1958). 

掛 SeismologicalSection， 1. M. A. 

1)験震時報 22(195τ)， 99-114. 
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エエ
Fig. 2.ー発振増幅器部の配線， Vb V2: 6SN7; V3: VR150GT， 

V4: 6 X 5， C:可変容量型変換器へ， G:記録用電流計

へ， P:補償コイルヘ， T:タ，イムマーク

発振増幅器は Fig.2 i乙示すような回路を 1つのケースに収めたものである.、真空管 V1 の半分

は，水品発振回路を構成し，その負荷の LC回路の向調周波数が水品の周波数4，100kcJsi乙接近し

Fig. 1.可変容量型変換器

ていると， Cの変化に応じて Fig.3のように発振の強さが変る. これを真空管V2で増幅して，記

録用電流計を動かす7ようになっている.V1 の他の半分は自動的に

LC回路の容量を適当な値 (Fig.3のC点)に保つ作用をする. コいさ一口

録用電流計は既製品で，規格はコイル抵抗 3.5kn，感度 lOmmJmA

固有周期 15c/sのものである.

記録ドラムは石本式地震計付属のもので， 1分の送り 60mmで、あ
、Fig.3.変換器の容量Cと

発振管のプレート
電流 iの関係，c 

は動作点

る.

てはすす書きとした.

電圧安定装置は既製品で鉄共振型のものである.交流電源の電圧変動が著しいとき使用する.

以ヒの組合せで，地動の周期 1J15secから lsec くらいまでの間，ほぼ一様な倍率， 2，000，....， 

4，000が得られる. この地震計は，将来， 整備する予定のもの(動コイル型) とは方式がまったく

違うが，雑微動り測定lこは役立つものと考えている.

、(ii )測定万法

乙の地震計を，対象官署の地震計台のかたすみに設置し， 24時間連続記録をとった. 測定の前後

に検定を行い， また，測定中特別な微動などを記録したときは， その時刻，原因などを記帖.Gtこ.

(iii) 

得られた記録について，毎正時の前後数分間に現れた雑微動の振幅，卓越周期を読みとるほか，

測定結果の整理

- 48ー



地震観測官署φ地震計室の地盤についで(続報)一一地震課技術係 49 

最大の雑微動の現れた時刻，振幅，周期を読みとりその原因を調べた.その他関連事項，意見など

も添えて報告することにした.記録の実例を.Fig. 4"-'7 V乙示す.

S 2. 調査結果

以下，測定を担当した各管区気象台からの報告を整理して，各官署別に調査結果の要約を記載す

る なお， 1. G. Y 地震観測所調査のため， .1956年7月，地震課が根室応おいて同様の調査を行っ

たので，その結果もあわせ報告する.

Tab. 1に測定日時，当日の天候，使用地震計の倍率，雑微動(脈動)の平均全振幅(毎時の測

定値の平均)，卓越周期，記録された最大の雑微動の全振幅，周期を示す.

根室 雑微動はときどき (10分に 1固くらいの割で)記録されるが，継続時間怯 5sec程度で，全

振幅は最大のときで 0.06μ，周期は 0.1sec以下で非常に小さい.庁舎前の道路の自動車(交通量

は少しi)，500 m はなれた汽車との関係も見出されなかった. 地震計台は岩盤に達していると思わ

れ，地盤としては相当良いと判断される.脈動は多少あり，当日は平均全振幅 0.2μ，最大 0.6μ 程

度のものが記録された. 1955年 1月'--'12月のウィーへ Jレト式水平動 1成分の毎日 12時前後 10分

聞に現れた脈動の最大の波の全振幅を測って，その月 Cとの平均を求めると次表のようになった.

たY い記録振幅が O.lmm以下のときは，振幅を読みとれないので，このときは 0.05mmであ

ると仮定して計算しである.周期は 4"， 5 sec程度が多い. 1955年中において最大となったのは 2

月21日朝の 12μ である.

月 1 JI JII 百 v VI 刊四区 x XI 皿|平均

全振幅ω 1 1. 25 1. 20 . 0.97 1. 17 .0.85 0.67 0.66 O. 75 1. I2 1. 62 . 1. 04 I.81 I 1. O~ 

稚内 気象台は市街の中心部にあって，周囲は道路によって囲まれ，日中は交通が多い.'また，

北東万 200m付近に，海岸の防波堤があり，北東風の強いときには，相当の波の衝撃がある.測定

当日の雑微動lおも比較的小さく，深夜にはまったまなくなるが，周期1.2.--，2. 3 sec，;全振幅 9-.2-:-

0..6μ の脈動が連続して記録された.常用の大森式地震計 (V=20， To=15， v=3，). E":，，W'成分に

ついて， 1956年の毎日 15時前後の脈動の最大振幅，周期を読みとっτ，年変化を調べてみた.期

問中最大は 11月27日の 100μ，8 secで、あった.

月 I E E IV V VI 刊 四 IX X XI 皿[平 均

全振幅 (ρ) I~ 12. 5 8.0 6.0 7.5 6.5 3.5 2.0 3.0 12.0 7.9 

周期(削 1 3.2 3. 7 3.9 3.0 3.2 3.0 2.8 2.8 2.8 3.0 3.2 3，4 

測定当日は脈動，雑微動とも，最静穏日と考えられ，脈動は冬期においては恐らく 5倍になると

患われ，付近の交通量も漁期にはさらにひんぱんになる.地震計台は地下約 2mの基盤‘〈泥板岩)
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1 Tab. 

気天時日定劃!リ名署
rム，
昌

風弱く曇

風弱く霧のち曇のち快晴のち曇

1956. vrr. 6th 13h--17h 

1957. 羽. 17th 00h--24h 

室

内

根

稚

E.......SEの風 3.......4m曇1957. 珊. 30th 00h--24h 河浦

Sの風 1.......4m曇1957. vrr. 26th 09h--27th 09h 岡盛

NNW.......Wの風 2--4m曇一時雨

風弱く晴たり曇ったり
N---NEの風3---7m曇一時雨
風弱く曇
両日とも SのちWの風 5--6m晴
W-tS →ESEの風 3--5m晴 26th8 h 
より NWの風15m
晴夜間小雨
E~NEの風 7m雨のちWの風 12 m晴

NE.---SEの風 1---2m曇のち雨

SSEの風 5~10m晴
NEの風 7.---11m晴

1957. vrr. 19th 11h--20th 12h 

1957. ¥lli. 4th 07h--5th 07h 
1957. 刊. 16th 13h--17th 13h 
1957. vrr. 22nd 19h--23rd 19h 
1957. 刊. 31st 09h~\lli. 1st 09h 
1958. n. 25th 14h--26th 15h 

1958. 1. 9th 14h--10th 15h 
1957. 盟. 17th 19h~ 18th 14h 

1957. 四. 22nd 15h--23rd 05h* 

1957. 珊. 22nd 16h--23rd 16h 
1957. 庇. 2nd 12h--3rd 12h 

回
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IX. 16th 12h--17th 12h 
盟 f8th18h--9th 07h時 1

19th 18h--10th 07h 
刊. 28th 20h--29th 08h縦長

1957. 

1957. 

1957. 

知

江

島

高

御

彦

豊

米

高

富

屋

秋

白
銚
秩
骸
相

久

長骨骨昼間電源電圧異常低下，

しかし，現観測点の西ーよい地盤とはいえない.

柑昼間送電なし，

に達しているとはいえ，付近一帯は埋立地であり，

方 500mの海岸段丘ヒに，地震計を置くならば条件は相当改善されよう.

長途中で電流計断線，

測候所は市街の中心部後方の段丘上にあり，基盤は主として砂岩，

雑微動は昼間やや大きいが，深夜にはまっfこく記録されなくなる.原因は 150mはなれた汽車によ

るものがもっとも大きく，その他国道のトラ γ ク，パスなどによるものも微弱ではあるか認められ

頁岩より成っている.浦河

また， 300 m はなれた海岸の防波堤(長さ 600m‘で、外海に突出)に波の衝撃の影響があるよう

J に考えられる.脈動は，周期1.7 sec，平均全振幅 0;18μ程度のものが記録されたが， 当日は普通

る.

当所としては割合脈動の大きい日であった.稚内と同様の方法で，常

To= 5 sec， v=8)の記録から， 1956年中の年変化をしらべた結果は次表のよ

うである.当，所は脈動，一雑微動とも多少あるが，地盤としてはおおむね良好と判断される.なお，

鉄道から 500m以上はなれた山側の地点で、観測すれば，雑微動は相当軽減されると思われる.

|平
3.4 I 

3.4 I 

地震計にふ多少認められ，

用地震計 (V=50，

一均盟E X IX 四vrr vl V IV E 宜

全振幅 (μ) 1 2.7 

I 月

2.0 3..7 1.1 1.5 1.1 0.6 1.0 1.6 2.2 2.3 2. 7 

3.4 
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地震計倍率
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3，400 

2，200 

4， 150 
1，200 

3，000 
1，900 
1，900 
1，900 
3，000 

4，000 
4，O5000 0 

、

400 
'3，200 
2，500 

3，200 

2，400 

2，000 
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雑 微動

平均全振幅 (卓越周期

μ sec 
0.0... 

0.3 2.O6 g 
0.03 0.2 
0.2 1. 7~ 

0.55--T -TT 
0.4 

0.0 

0.8 0.46 

O. 1 1. 8~ 
1.8 0.2 
0.1 0.3 

0(0.6 .2?) 0.4 
0.3-0.4 

0.2 
極2.短6~ 8.5 

(0.5? ) 0.5 

0.'1 1.0 
O. 76 0.5 

0.09 1.3 

0.5t汁 1.3 

0.5什T O. 7 

μ 

0.06 

0.17 

0.26 

3.6 

1.2 

4 0.32 
.5 

0.4 
O. 7 
1.0 

0.5 
16 

1.4 

0.28 
3.8 

0.25 

2.0 

1.5 

雑微

期|原
sec 

O. 1 

O. 15 

0.29 

0.3 

0.46 

0.2 
0.2 
0.3 
0.4 
0.4 

2極.短2~ 
0.4 

0.3 
0.3 

1.3 

1.3 

0.6 
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動

因

不明

貨物列車，

貨物列車

野球場

不 明

廊不不自自 ド動動を走車車明明る人

不自動車明

不 明

貨不物列車明

不 明

不 明
ノt ス9

t 26th昼間のみの値 tt夜間 22h-8hの値 ttt夜間のみの平均・ 5脈動

盛岡 雑微動は 22時以後翌月の 8時まで、は，ほとんど記録されない.しかし，測定当日の昼間

から夕刻は担当大きな振幅で記録された.当日， 気象台の東万 600mの市営球場で高校野球県大

会が行われたため 1万人以上の観客が集まり，各種車両および通行人が， 観測点から 40mおよ

び500mはなれた道路を往復した.記録された雑微動の振幅は，野球場の状況とよく一致している

のでほとんどこれに原因する志のと考えられるこのような野球大会は年数回程度のことで，通常

は雑微動はそれほどは大きくなドと思われる.野球の終った 19時から 21時ころまで，翌日の 9時

ころの微動全振幅は約 0.2μ であるから，これが通常の値と考えてよいであろう. なお，気象台の

非常電源用エンジンを動かすと，最大全振幅1.04μ，周期 0.1sec以下の微動が記録された. 乙の

観測所の地盤は，堅い岩盤の上にあふ脈動も少く y よい地盤であると思われる.ただ，昼間の雑微

動がやや多いが， 40mはなれた道路を通過する自動車による影響が大きいので，地震計設置点を，

道路から離せば，相当に軽減されると思われる.なお， 1，900 m はなれた鉄道，および 1，000m 

はなれた市街中心地による影響は認められなかった.

秋田 雑微動はかなり大きく，周期 0.46sec，全振幅 0.8μ前後の規則正しい微動が昼夜の別な

く連続的に記録される (Fig.5参照).測定当日は，この微動の大きい日に当り， ウィーへJレト式

地震計にも現れていた.年間の半分くらいはウィーへJレト式地震計に現れるようで，南北動が大き
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く，東西動が小さい.原因はよくわからないが， 日変化がない点，交通機関によるものではない.

秋田地方気象台のその後の調査によれば，付近の油田地帯における，汲上用コンプレッサー，泥水

ポンプなどの動作状況とウィーへJレト式地震計に現れる微動とを対照してみたが，停電日にすべて

の動力が止ったときにも， 地震計に現れるので， それらによるものでないことがわかった.交通機

関による雑微動は，この常時微動があるため，明りようには記録されないが， 2，000 m はなれた奥

羽本線の貨物列車によるらしい短周期の微動が入ることがある.当台は脈動も比較的大きい所であ

り，かっ， 0.46secの常時微動が在在するので，高倍率地震計の観測には，不適当である.

白河短周期の雑微動は多少記録されるが，昼間でも，連続的ではない. また，周期2sec前後

の微動も記録されるが，地震の験測にあまり支障はない程度である (Fig.4参照).雑微動のうち，

周期 0.2sec程度，最大全振幅 O.1μ 前後の，総振動時間の長い，振幅の変化の少ないものは，750

mはなれた東北本線の貨物列車によるものと思われる. 250mおよび 500mはなれた主要道路の交

通?とよるものは認められないようである.また，測候所わきの道路は，測定当日は工事中であった

が，ここを大型車が通れば影響はあると思われる. しかし，交通量は少いー.当所は脈動も小さく，

将来，短周期高倍率の地震計が置かれた場合，小さな雑微動は，ときどき，記録されるが，十分活

用で、きると考える.

銚子街はずれの洪積層の小さな台地上l乙気象台だけが存在し，台地の周囲の道路を自動車が

ひんぱんに通るので，その振動が，連続して非常に大きく記録される. 100 m はなれた電車による

ものも大きく記録される.振動は朝 8時ころから大きくなり 20時ころまで続く.特に 13時から16

時ころの聞が非常に大きい. 22時ころから翌朝 4時乙ろまでは，振動は小さくなり，ときどき，自

動車によるものがはいる程度になる (Fig.6参照).漁期には，昼夜を問わず自動車が走るという

ことである. したがって，当台は，高倍率地震計の設置には，まったく不適当である.

秩父 雑微動はわずか記録されるが，地震の験測に支障をおよぼすほどではない.tこだ，測候所

の廊下を人が歩くと，その振動がよく記録される. これは，地震計台と床が接しているためと思わ

れる.地震計室から 15mくらいのところに，幅 3mの道路があり 1日数回車が通るが，この振動

はほとんど記録されない. 900mはなれた秩父鉄道， 500mはなれた市街の交通， 4 r-5kmはなれ

た秩父セメントの採石場爆破作業の影響もみとめられない.当所は脈動も小さく，地盤は相当ょい

と判断されるン地震計台を改造すれば，高倍率地震計設置箇所として適当である.

飯田 街はずれの屋根状の台地にあり， 50mはなれた 4m幅の道路は日に数回車が通り，この振

動が記録される.飯田線は約 1kmはなれ，その振動は記録さ~ねない.庁舎の周囲に大きな木立が

、あるので，風の強い日はその振動が入るおそれがある.雑微動は日中は，多少記録され，-.'夜間はな

くなる.なお，地震計が輸送中不調になり，電気的ノイズを発生するので， 日平均振幅は求めiうれ
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なかったが， ノイズのないときの記録からみると，当所の地盤は，多少の雑微動はあるが，おおむ

1 ね良いと思われる.

相川 短'周期の脈動lこ重なって， ~~f:微動もかなり記録される.付近は市街地でなく，海岸までは

約 300mで，当日は海はおだやかであった 150mおよび 30mはなれた道路を通る自動車との関

係もわからないので，雑微動の原因は不明である.電源は島であるので非情に悪く，電圧変動がは

げしく，地震計の動作が安定しなかった.いずれにせよ，雑微動が大きいので，高倍率地震計の設

置は不可能である.

高山 脈動と雑微動が多少記録される. 雑微動は測候所前の道路(約 20mはなれている)を通

る自動車によるものが大きく， 極短周期で 20sec間ぐらいづっ続く. 車の通らないときは微動は

ほとんどない.約 500mはなれた鉄道の影響もある.また，廊下を人が歩くと記録がでる.当所は，

しっかりした地震計台を，道路から，現在の数倍はなれた所に作れば，高倍率地震計の設置は可能

と考えられる.

御前崎 周期 2""， 3 secの脈動が非常に大きく記録され，短周期の雑微動も多少記録されている

が，大きい脈動と重な守二づているのでよくわからない (Fig.7参照)• この雑微動の原因は不明であ

る. 100 m はなれた道路の自動車の影響は出ないようである.脈動が大きいので，たとえ短周期の

地震計でも， 1，000倍をこえるものは設置不可能と思われる.た Y し，脈動の小さいときはこの限

りではない.

彦根 市街のはずれ，ぴわ湖寄りにあり，湖岸まで 400mくらいである¥雑微動は，昼間多く，

夜間は小さくなる.原因は， 15mはなれた道路をとおるトラックによるものが大きいと思われるが，

交通量は少ない. 100 m はなれたパヌ道路は交通量多く，乙の影響も考えられる.測定開始後7時

間で，電流計が断線したので， 日平均はとらなかったが，地盤として，はあまりよくないと思われ

る.た Yし，付近の交通量が，今後も現状どおりで保たれるとすれば， 1，000倍程度の地震計を置

くことは可能である.

豊岡 風化した安山岩の岩盤上にあり，雑微動は昼間も小さく，夜間になるとなくなる.原因は，

350mはなれた鉄道によるものが大きく，貨車通過の際は 1分間くらい連続した微動を記録する.

しかし，その他の時は微動は小きい.測定当日は，脈動は小さい時期l乙当り，ウィーへJレト式地震

計は直線状の記象を示していたが，脈動の大きいときは全振幅 1mm， 周期 4sec程度のものが現

れる.当所は，高倍率地震計の設置筒所として，最良ではないが，ナ分役立つと思われる.

米子 周期 O.4-""，0. 5secの雑微動が非常に大きく，夜間になれば減少するが，それでも 0.3μ程

度ある.当白は 7""， 10 m/secの風があって， この影響もあるかも知れないが， 日中の大きな微動

は，交通機関によるものと思われる.鉄道は境線が 180m，山陰本線が 700mはなれており，両者
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とも影響がある.当日の普通地震計の記象は，ほとんど直線状で，ときどき，線が少し太くなる程

度の微動を記録している程度であったが，調査用高倍率地震計の記録は隣の線と重なりあマうて， I読

みとり不能なほど，雑微動を記録した. したがって，当所は高倍率地震計の設置筒所としてはまっ

たく不適当である.

高知地震計分室は高知公園内にあり，地質は磯岩である.微動は周期1.0 ~ 1. 5 sec程度のも

のが記録されるが，周期のやや長い点， 日変化が認められない点で，人工的原因の雑微動とは思え

ない.短周期の雑微動はほとんど記録されない.当日は脈動の小さい日で， ウィーへ jレト式地震計

は直線状の記録を示していた. この工 0~1. 5 sec 周期の微動に季節変化などがあるとすると，問

題になるが，測定当日程度ならば，高倍率地震計を設置しても，験測にはたいして支障はないと思

われる.

富江測定は昼間は送電がないので，夜間だけ行った.短周期の雑微動はほとんどなく，周期 1

--2 secの脈動が記録された. これは，風速と関係があり，気象的原因によるものと思われる. 当

所は，玄武岩の露頭が露場l乙見られるほどで，また，付近は閑静であり，地盤は良好である.ただ，

風が強く， i毎が荒れると短周期の!脈動がでるおそれがある.電力事情ふ現在、工事中で1958年

からは好転し，昼間送電も行われるはずで，また，水道も最近設置された.

屋久島 海に面した砂質の正陵のとにあり，海岸まで 150mである昼間は，電源電圧，周波数

の変動がはげしく (50Vまで下る)，地震計が使用不能なので，夜間のみ測定を行った.微動は周

期 0.7sec前後のものが記録され，平均風速と同じ傾向で増減する当日は，1脈動が比較的大きい

時であったが，気象条件によっては， さらに大きくなると思われるので，地盤としては，あまりよ

くはない.ただし，付近を探せば，比較的短距離でよい地盤が求められると思う.

~ 3.結 論

以上の調査の結果，雑微動，脈動の小さい所としては，第ーに根室が挙げられ，ついで，浦河，

盛間，白河，秩父，豊岡，高知などがよい. これらの所には， 3，000倍程度の短周期地震計を設置

して，十分役立つ観測を行う乙とができょう.飯田，高山も可能性はある.稚内，富江，屋久島は

脈動があるので，その年変化を訳べて検討しなければ結論を出し難いが，富江は有望で，稚内，屋

久島は現在の地震計室のある所では無理のようである.秋田，銚子，相川，御前崎，彦根，米子は

雑微動，または，脈動が大きく，高倍率の観測には向かない.なお，全体を通じていえることは，

現在の地震計室にとらわれずに，官署の構内，または，その周辺の適当な所に設置点を選べば，雑

微動を相当軽減しうると乙ろが多いことである. この場合，そこに設置するのは，小さな変換器だ

けでよく，記録部は庁舎内に置くことができる.

終りに，この調査について，御尽力下さった本庁観測部，各管区気象台および関係官署の各位に

感謝の意、を表する.
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Fig. 4.雑微動の小さい例 (白河， 8月 1日21時一 2日9時)，地震は鳥島付近の深発，現用の

普通地震計では S相の一部が最大振幅O.4mmくらいに記録され，P相はまったく

記録されていない
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Fig. 5 ， 連続的な雑微動の例 (秋田 " 月 16 日 20時~ 17日 6 時)
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Fig. 6. 交通による雑微動の例(銚子， 7月16日19持一一 17日5時)，深夜には微動がなくなる

地震は茨城県南西部のもの

Fig. 7. 脈動の大きい例(御前崎， 12月17d22)寺前後)


